
◆ 応募様式は、次の３種類になります。これらの他に添付書類が必要です。 

◆ 「富士市市民活動支援補助金申込書」（第１号様式）の書き方 

１ 富士市市民活動支援補助金申込書（第１号様式） 

２ 事業概要調書（第２号様式）  

３ 団体概要調書（第３号様式） 

応募団体の名称と所在地、代表者

の氏名を署名（あるいは記名押印）

し、電話番号を記入してください。

団体の所在地は、富士市以外の場

合もありえます。 

「活動拠点の事務所が市内にある

団体」が応募資格になっています

ので、申し込み団体の所在地が富

士市以外の場合は、「担当者」の欄

に活動拠点となる市内の住所とそ

の責任者の氏名を記入してくださ

い。 

「事業概要調書」（第２号様式）の

「７ 事業経費」の支出合計額を記

入してください。 

「事業概要調書」（第２号様式）の

「７ 事業経費」の収入欄に記載の

各年度の希望額を記入してくださ

い。 

事業活動の名称は、「補助金活用事

業計画書」（第２号様式）の「１ 事

業活動の名称」と同じ名称にして

ください。 

これらの他に補助金交付の参考と

なる資料があれば添付してくださ

い。 

「市民活動支援補助金応募申込書」の書き方 



◆ 「事業概要調書」（第２号様式）の書き方

  この「事業概要調書」は、補助金の申請事業について、市と市民協働推進審議会がその目的や事業内容、期

待される成果、活動経費、補助金要望額などを総括的に知るために提出していただく書類です。補助金交付対

象事業選定の拠りどころとなる重要なものですから、しっかりと記入してください。 

事業活動の名称は、「富士市市民活

動支援補助金申込書」（第１号様

式）と同じ名称にしてください。

事業の目的は、「何のための活動

か」がわかるように、「～すること

が目的である。」という表現で記入

してください。 

事業の内容は、「２ 事業の目的」

を達成するために行う事業内容

（事業手段）を具体的に記入して

ください。 

・この活動スケジュールは、「３ 事

業の内容」を個々の活動レベルで

明確にしようとするものです。 

・年間を通じて行う事業の場合は、

個々の活動ごとに年月を入れて具

体的に記入してください。 

・この活動スケジュールは、団体

の年間計画ではなく、あくまでも

補助金交付の対象となる事業活動

について記入するものです。混乱

のないようご注意ください。 

 また、３年度分の補助金を申し

込む場合に、３年度分同じスケジ

ュールの場合はその旨を記入し、

各年度異なる場合は第２号様式を

各年度分作成してください。 

事業活動の期待される成果は、公共性

や公益性を有する成果として認められ

るかどうかを判断するために重要にな

りますので、しっかりと記入してくだ

さい。 

事業活動の協力団体は、事業の実

施に直接、間接的に携わる団体名

を記入してください。共催者、後

援者、協賛者などがその対象にな

ります。 



収入は、事業参加料、協賛金、寄附金、

市の補助金（市民活動支援補助金）など

を記入してください。金額の算出根拠に

ついても、その明細を記入するようにし

てください。（収入、支出の合計は一致）

※本補助金以外に、他の補助制度により

国または他の地方公共的団体から補助

金を受ける場合は、原則として、他の公

的補助金を除いた経費合計額の２分の

１の補助となります。 

※各種団体からの協賛金や寄附金は、補

助金とは見なしません。 

事業活動の経費は、補助金交付の対象

となる事業経費について記入してくだ

さい。（団体の全体運営費ではありませ

ん。） 

※団体の全体運営費は、「補助金要望団

体概要調書（第３号様式）」の「団体の

収支明細」欄に記入して下さい。 

支出は、事業に直接必要な経費を計上してく

ださい。 

事業に直接必要な経費とは、事業実施のため

に新たに雇用した者への賃金、講師等謝金、

交通費、原材料費、印刷製本費、イベント会

場使用料などが含まれます。 

詳しくは、手引きの１ページ、〔対象となる

経費〕を参照してください。懇親会のための

飲食代などは対象外ですので、ご注意願いま

す。 

市補助金欄の金額は、第１号様式の３補助金

要望額の各年度の要望額と一致するように

してください。 

事業費が１００万円を超える場合でも、補助

金額は５０万円が上限になりますので、ご注

意ください。 

３年度分の補助金を申し込む場合、３年度すべ

て事業経費が同じ場合はその旨を記入してくだ

さい。また、各年度異なる事業経費の場合は２

号様式を各年度分作成してください。 



◆ 「団体概要調書」（第３号様式）の書き方 

  この「団体概要調書」は、補助金の申請団体の概要や、設立の目的、主な活動内容、収支予算（決算）など

を知るために提出していただく書類です。補助金交付対象事業選定の参考となる調書ですので、「事業概要調書」

とあわせてしっかりと記入してください。 

第３号様式（第６条関係）

1

2

3

4

5

金額（円） 金額（円）

300,000 580,000

50,000 210,000

368,000 120,000

210,000 54,000

146,000 98,000

8,000 20,000

（ ×× )年度

1,082,000 1,082,000

団体概要調書

身近な自然を未来に引き継ぐ市民の会

代表者名

団 体 の

収支明細

最新の

予算又は

決算の状況

を記入して

ください。

予　算

決　算

団体の概要

収入の部

電話番号

団体の名称

会長　　富士　太郎

所　在　地
富士市○○町△△△番地
※団体の主たる事務所または代表者の住所を記入してください。

0545-○○-○○○○　担当：駿河　次郎

団体会員数

平成12年6月10日

３５人　（個人会員２８人・団体会員７社）

設立の目的

　富士山の南麓に広がる自然は、この地域に暮らす人々に豊かな恩恵をもたらしてき

た。身近な自然が少しずつ消えていく中で、これらの自然を地域住民の共有財産として

とらえ、一市民としてできる範囲で自然を守り、未来に引き継いでいこうとするのが本

会の目的である。

設立年月日

支出合計

主な活動内容

市内に点在する里山・雑木林の調査研究

自然観察会・野鳥観察会の企画実施

富士南麓周辺のトレッキングの企画実施

こどもを対象にした環境教育活動の企画運営

市民を対象にした講演会・シンポジウムの企画運営

支出の部

区分

②協賛団体からの協賛金

区分

①自主事業費

②委託事業費

①会費収入

③事業収入

④市からの業務委託収入

⑤事務局費

⑥予備費

③啓発広報費

④会議費

収入合計

⑤繰越金

⑥その他の収入

記載例

団体の正式名称を記入してくださ

い。法人の場合は、ＮＰＯ法人、

財団法人、社団法人、社会福祉法

人、中間法人、株式会社などの区

別をつけてください。 

団体の所在地、代表者の氏名のほ

か、団体の連絡先の電話番号、担

当者氏名を記入してください。 

また、団体の設立年月日と現在（本

年度4月1日）の会員数もあわせて

記入してください。 

設立の目的は、団体の定款や会則

などに記されている「設立目的」

を記入してください。 

主な活動内容は、団体の事業計画

書などに記されている活動内容を

簡潔に記入してください。 

この収支明細は、団体の年間運営

費（収入・支出の合計は一致）を

記入してください。補助金交付対

象の事業経費については、「事業概

要調書」（第２号様式）に記入しま

すのでご注意ください。 

※総会資料などにより詳細な収支

予算書(決算書)があれば、添付資

料として提出してください。 

収支明細書が、何年度の予算または

決算であるかがわかるように記入し

てください。 


